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日本共産党

日
本
共
産
党
姫
路
市
議
団
は
８
月
７
日
、
姫
路
市
自
治
福
祉

会
館
で
来
年
度
（
２
０
１
６
年
）
予
算
要
望
懇
談
会
を
開
催
し

ま
し
た
。
こ
れ
に
は
、
入
江
次
郎
県
議
、
谷
川
・
森
・
苦
瓜
の

各
市
議
が
出
席
し
、
各
労
組
、
民
主
団
体
、
党
支
部
・
後
援

会
、
個
人
な
ど
１
１
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
新
婦
人
姫
路
支

部
、
姫
保
連
、
全
教
姫
路
、
党
城
西
支
部
、
党
川
東
支
部
、
自

治
会
、
個
人
の
方
か
ら
10
通
の
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
の
ご
要
望
が
寄
せ
ら

れ
ま
し
た
。

森
ゆ
き
子
市
議
が
司
会
し
、
は
じ
め
に
谷
川
ま
ゆ
み
市
議
が

「
国
会
で
は
戦
争
法
案
の
審
議
中
で
、
国
会
内
外
で
ス
ト
ッ
プ

戦
争
法
案
の
た
た
か
い
が

日
増
し
に
大
き
く
な
っ
て

い
ま
す
。
地
方
政
治
を
め

ぐ
っ
て
は
、
『
地
方
創

生
』
の
名
の
も
と
、
人
口

減
少
化
社
会
に
ど
う
対
応

す
る
の
か
、
特
に
姫
路
市

は
『
中
枢
拠
点
都
市
』
の

モ
デ
ル
都
市
と
し
て
本
格

実
施
を
迎
え
る
中
、
真
に

住
民
本
位
の
ま
ち
づ
く
り

を
ど
う
進
め
る
か
、
来
年

度
予
算
編
成
の
時
期
を
迎

え
て
い
ま
す
。
本
日
は
直

接
予
算
要
望
の
声
を
あ
げ

て
い
た
だ
き
、
住
民
本
位

の
予
算
要
望
懇
談
会
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お

願
い
致
し
ま
す
」
と
開
会
あ
い
さ
つ
を
行
い
ま
し
た
。

寄
せ
ら
れ
た
要
望
事
項
は
、
「
城
乾
公
民
館
活
動
に
つ
い

て
、
①
安
全
対
策
、
②
会
計
処
理
、
③
行
事
参
加
基
準
に
つ
い

て
の
調
査
報
告
を
」
。
「
介
護
保
険
料
金
、
国
民
健
康
保
険
料

金
が
高
い
、
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
事
業
の
創
設
」
。
「
マ
ラ
ソ
ン

や
お
城
ま
つ
り
に
市
は
力
を
入
れ
て
い
る
が
、
文
化
面
の
囲

碁
・
将
棋
の
市
民
大
会
開
催
を
」
。
新
日
本
婦
人
の
会
か
ら
、

①
自
転
車
道
整
備
、
②
Ｊ
Ｒ
姫
路
駅
北
に
時
計
の
設
置
を
、
③

公
園
整
備
、
④
中
学
校
給
食
に
自
公
方
式
を
、
⑤
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
バ
ス
を
、
⑥
要
介
護
４
・
５
の
人
に
お
む
つ
代
補
助
を
。
全

教
姫
路
か
ら
①
欧
米
並
み
の
少
人
数
学
級
を
、
②
教
職
員
の
多

忙
化
は
限
界
に
き
て
い
る
の
で
研
修
会
、
書
類
提
出
の
簡
素
化

を
。
姫
保
連
か
ら
、
①
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
制
度
の
改
善
拡

充
の
た
め
国
に
意
見
書
提
出
を
、
②
保
育
料
の
引
き
下
げ
、
②

保
育
士
不
足
解
消
、
配
置
基
準
見
直
し
、
処
遇
改
善
を
、
③
先

進
他
都
市
に
な
ら
い
３
人
目
無
料
制
度
を
３
人
と
も
保
育
所
と

い
う
枠
か
ら
上
の
子
が
小
３
ま
で
に
拡
充
を
。
党
川
東
支
部
か

ら
「
Ｊ
Ｒ
御
着
駅
南
側
に
乗
降
口
の
設
置
を
」
。
「
幼
稚
園
に

も
給
食
を
、
勝
原
小
学
校
第
３
・
第
３
グ
ラ
ウ
ン
ド
は
公
園

に
」
。

懇
談
会
の
中
で
は
「
介
護
保
険
料
は
当
初
よ
り
３
倍
化
し
て

と
て
も
払
え
な
い
」
「
自
衛
官
適
齢
者
名
簿
の
電
子
媒
体
提
供

に
市
民
団
体
か
ら
抗
議
の
行
動
を
」
。

姫
路
医
療
生
協
か
ら
は
「
介
護
保
険
制
度
改
悪
で
、
７
月
21

日
に
決
定
さ
れ
た
８
月
か
ら
２
割
負
担
に
な
る
利
用
者
の
減
免

申
請
に
は
、
①
時
間
が
あ
ま
り
に
切
迫
し
て
い
る
、
②
通
帳
の

コ
ピ
ー
が
い
る
が
ケ
ア
マ
ネ
に
は
そ
の

権
限
が
な
く
ケ
ア
プ
ラ
ン
が
で
き
な

い
。
『
明
石
市
長
は
コ
ピ
ー
し
な
く
て

よ
い
』
と
発
言
し
て
い
る
。
通
知
の
徹

底
を
は
や
く
」
。
姫
路
市
の
介
護
事
業

５
か
年
計
画
に
重
度
の
人
の
看
護
、
介

護
、
小
規
模
多
機
能
が
予
定
に
入
っ
て

い
る
が
誰
も
手
を
挙
げ
て
い
な
い
。
訪

問
看
護
が
対
応
で
き
て
い
な
い
。
今
の

小
規
模
多
機
能
に
転
換
す
る
よ
う
な
具

体
化
で
き
る
事
業
計
画
に
し
て
ほ
し

い
。
」

保
育
連
か
ら
は
「
認
定
こ
ど
も
園
の

『
運
営
費
』
が
確
定
し
て
い
な
い
。
公

定
価
格
に
含
ま
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
。

休
日
保
育
は
市
内
で
２
カ
所
だ
け
。
４

月
か
ら
休
日
保
育
も
公
定
価
格
に
組
み
込
ま
れ
保
育
料
と
し
て

は
ゼ
ロ
に
な
り
在
宅
の
方
は
利
用
で
き
な
く
な
っ
た
。
保
育
園

に
と
っ
て
は
過
重
負
担
。
姫
路
め
ば
え
は
１
日
８
人
の
枠
な
の

に
殺
到
し
て
10
人
以
上
預
か
っ
て
い
る
。
公
立
で
休
日
保
育
を

ぜ
ひ
し
て
欲
し
い
。
母
子
家
庭
で
保
育
料
金
が
従
来
無
料
の
方

が
１
万
円
ぐ
ら
い
に
な
り
負
担
が
増
え
て
い
る
。
」

田
寺
の
方
か
ら
は
「
安
室
市
民
セ
ン
タ
ー
廃
止
を
や
め
て
ほ

し
い
。
空
い
て
い
る
安
室
東
の
自
衛
隊
官
舎
の
有
効
利
用
を
。

元
県
の
家
畜
衛
生
保
健
所
の
跡
地
を
民
間
業
者
に
売
ら
ず
地
域

で
利
用
を
。
イ
ー
グ
レ
１
・
２
階
の
有
効
利
用
を
。
テ
ニ
ス
コ

ー
ト
の
改
善
を
。
姫
路
駅
前
の
バ
ス
停
の
表
示
を
分
か
り
や
す

く
し
て
ほ
し
い
。
」

姫
路
民
商
か
ら
は
「
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
事
業
の
創
設

を
」
。
最
後
に
西
播
労
連
の
出
田
さ
ん
か
ら
７
月
24
日
の
駅
前

文
化
祭
に
お
け
る
『
に
ぎ
わ
い
交
流
広
場
』
使
用
許
可
取
り
消

し
問
題
に
つ
い
て
の
詳
し
い
経
過
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

福祉の心を実現する

日本共産党姫路市議団
来年度（２０１６年）予算要望懇談会を開催

谷川、森、苦瓜の各市議と入江県議が出席

正面左から谷川、森、苦瓜の各市議
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姫路市政や市議会、日本共産党へのご意見・ご要望を多数お寄せください

１
　
姫
路
市
議
会
平
成
27
年
第
２
回
定
例
会
に
お
い

て
、
姫
路
市
が
、
自
衛
隊
兵
庫
地
方
協
力
本
部
に
対

し
て
、
平
成
25
年
よ
り
大
学
卒
業
及
び
高
校
卒
業
相

当
年
齢
者
の
氏
名
、
住
所
、
性
別
、
生
年
月
日
の
４

情
報
が
記
載
さ
れ
た
名
簿
（
以
下
、
「
本
件
名
簿
」

と
い
い
ま
す
。
）
を
提
供
し
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か

と
な
っ
た
。
こ
れ
ま
で
、
姫
路
市
が
自
衛
隊
兵
庫
地

方
協
力
本
部
に
対
し
て
提
供
し
た
情
報
は
、
平
成
25

年
度
分
は
、
大
学
卒
業
相
当
年
齢
者
が
５
４
０
６

名
、
高
校
卒
業
相
当
年
齢
者
５
６
４
７
名
、
平
成
26

年
度
分
は
、
大
学
相
当
年
齢
者
が
５
５
０
７
、
高
校

卒
業
年
齢
者
が
５
７
２
０
名
、
平
成
27
年
度
分
は
大

学
卒
業
相
当
年
齢
者
が
５
９
０
１
名
で
あ
っ
た
。

２
　
姫
路
市
は
、
本
件
名
簿
の
提
供
に
あ
っ
て
は
、

自
衛
隊
法
施
行
令
１
２
０
条
を
根
拠
と
し
、
同
条
項

に
お
い
て
名
簿
の
提
出
を
求
め
ら
れ
れ
ば
拒
む
こ
と

は
で
き
な
い
と
述
べ
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
同
条
項
は
、
「
防
衛
大
臣
は
、

自
衛
官
又
は
自
衛
官
候
補
生
の
募
集
に
関
し
必
要
が

あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
都
道
府
県
知
事
又
は
市
長

村
長
に
対
し
、
必
要
な
報
告
又
は
資
料
の
提
出
を
求

め
る
こ
と
が
で
き
る
。
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
に
と

ど
ま
り
、
姫
路
市
に
資
料
の
提
出
義
務
を
課
す
も
の

で
は
な
い
。
平
成
15
年
４
月
23
日
付
「
自
衛
官
の
募

集
の
た
め
の
適
齢
者
情
報
の
収
集
に
つ
い
て
」
（
防

衛
庁
（
現
防
衛
省
）
に
お
い
て
も
、
「
依
頼
」
と
さ

れ
て
お
り
、
姫
路
市
が
本
件
名
簿
の
情
報
の
提
供
を

拒
む
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。
ま
た
、
２
０
０
３
年
４

月
に
衆
議
院
の
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
特
別
委

員
会
で
の
当
時
の
防
衛
庁
長
官
で
あ
っ
た
石
破
茂
氏

が
、
「
自
衛
官
の
募
集
の
た
め
の
適
齢
者
情
報
の
収

集
に
つ
い
て
」
の
文
書
は
、
あ
く
ま
で
地
方
自
治
体

へ
の
依
頼
で
あ
る
と
の
答
弁
を
し
て
い
る
こ
と
か
ら

も
明
ら
か
で
あ
る
。

３
　
自
衛
隊
員
の
募
集
は
、
自
衛
隊
法
97
条
に
お
い

て
、
法
定
受
託
事
務
で
あ
り
市
町
村
の
事
務
で
あ
る

が
、
法
定
受
託
事
務
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
国
の
関

与
等
に
つ
い
て
は
、
最
小
限
の
も
の
と
し
、
地
方
公

共
団
体
の
自
主
性
自
立
性
に
配
慮
し
た
も
の
で
な
く

て
は
な
ら
な
い
。

姫
路
市
に
お
け
る
本
件
名
簿
の
提
供
は
、
個
人
情

報
に
対
す
る
意
義
を
軽
視
し
、
自
衛
隊
兵
庫
地
方
協

力
本
部
か
ら
の
名
簿
提
供
の
求
め
に
対
し
て
、
国
会

答
弁
及
び
通
達
に
も
沿
わ
な
い
独
自
の
解
釈
を
行
い

参
議
院
で
審
議
中
の
戦
争
法
案
（
安
保
法
案
）
で
す
が
、
憲
法
９
条
の
解
釈
変
更
に
よ
る
集
団
的

自
衛
権
は
違
憲
、
と
す
る
憲
法
学
者
の
参
考
意
見
も
取
り
入
れ
ず
、
安
倍
政
権
は
、
７
月
16
日
に
衆

議
院
強
行
採
決
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

戦
争
の
で
き
る
国
造
り
に
な
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
 革
新
懇
姫
路
（
代
表
世
話
人
：
松
本
滋
、
園

田
洋
輔
）
は
８
月
17
日
、
石
見
姫
路
市
長
に
対
し
「
自
衛
官
適
齢
者
名
簿
の
提
供
の
即
時
廃
止
を
求

め
る
要
望
書
」
を
提
出
、
抗
議
し
ま
し
た
。
以
下
、
全
文
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

こ
れ
に
応
じ
る
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、
本
件
名
簿
は
、
記
載
者
の
同
意
も
保
護
者

の
同
意
も
得
ず
に
姫
路
市
が
無
断
で
自
衛
隊
兵
庫
地

方
協
力
本
部
に
提
供
し
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
同
法

趣
旨
・
目
的
に
大
き
く
反
す
る
も
の
で
あ
る
。

姫
路
市
個
人
情
報
保
護
条
例
は
、
基
本
的
人
権
の

理
念
に
基
づ
く
個
人
の
人
格
的
利
益
の
保
護
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
、
個
人
情
報
の
公
正
か
つ
適
正

な
取
り
扱
い
に
つ
い
て
定
め
て
い
る
。

姫
路
市
の
本
件
名
簿
の
提
供
は
、
明
ら
か
に
姫
路

市
民
の
個
人
情
報
の
重
要
性
を
軽
視
し
た
対
応
で
あ

り
、
同
条
例
の
趣
旨
・
目
的
に
大
き
く
反
す
る
も
の

で
あ
る
疑
い
が
強
く
、
当
団
体
と
し
て
も
こ
れ
を
容

認
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

４
　
従
っ
て
、
当
団
体
は
、
同
意
な
く
本
件
名
簿
を

提
供
し
た
事
に
対
す
る
名
簿
記
載
者
及
び
そ
の
家
族

に
対
し
て
の
謝
罪
を
求
め
る
。
同
時
に
、
一
切
、
自

衛
隊
兵
庫
地
方
協
力
本
部
か
ら
名
簿
の
提
供
を
要
請

さ
れ
た
と
し
て
も
、
拒
否
す
る
こ
と
を
強
く
求
め
る

も
の
で
あ
る
。

申し入れる松本代表世話人

正面に谷川市議、右に苦瓜市議


